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ブロードバンドの活用による放送サービスの高度化
に向けた実証について
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 情報通信審議会での議論を踏まえ、ハイブリッドキャスト対応４Kテレビを活用した新たな放送サービスの普及推進に
向けた技術・運用面での課題や方策案の整理、また視聴者保護(災害情報の提供や視聴データの取扱いルール等)の
在り方に係る実証を実施。

 実証の成果を踏まえ、規格・推進団体へのフィードバックを通じた必要な環境整備（受信機規格や動作検証用コンテンツ
の整備、マルチキャスト導入にあたっての課題や方策の整理、視聴データ利活用に係るガイドライン整備など）を図る。
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【実証の各類型と概要】

• 公募期間 ：H29年 6月5日（月）～6月19日（月）

• 企画採択日：H29年 7月12日(水)

• 実証期間 ：H29年 9月末～11月末

【実証スケジュール】

• 放送事業者を中心とする計13のコンソーシアム

（詳細はP４以降を参照）

【実証事業の実施主体】

実証の類型 実証概要、成果展開の方針

ハイブリッドキャストの活
用による４Kコンテンツの
同時配信に係る実証

ユニキャスト
（類型A）

・災害情報提供の運用方法の整理、４K同時配信時におけるCM等のコンテンツ差し換えに係る検証
・各メーカのTV受信機の挙動に係る検証 など
⇒ 実証を踏まえ、IPTVフォーラムが中心となり、放送事業者の運用パターンや受信機規格の整理、受信
機の動作検証用コンテンツ製作等を実施

マルチキャスト
（類型B）

・通信事業者やケーブルテレビ事業者の伝送路（FTTH、HFC）におけるマルチキャスト配信にあたっての
課題抽出、方策の整理に係る検証（マルチキャストの導入やネットワーク負荷・品質管理の在り方等）
・マルチキャストストリームの受信にあたっての宅内環境整備、再生品質に係る検証 など
⇒ IPTVフォーラムやCATV連盟において、マルチキャスト導入にあたっての課題や方策の整理等

視聴データを活用した放送サービスに係る
実証（類型C）

・視聴データの利活用による放送サービスのモデル検証
・データ利活用にあたってのルール整備に向けた検証 など
⇒ （一社）放送セキュリティセンター（SARC）における視聴データの取扱いに係るガイドライン（放送分野
の個人情報保護に関する認定団体指針等）の整備等に寄与



類型A・B）ハイブリッドキャストの活用による４Kコンテンツの同時配信に係る実証

 幅広い放送事業者の参画に向けた成果物の横展開

 標準化・推進団体（IPTVフォーラム等）の各種取組（技術仕様策定、検証環境整備、人材育成等）に対するフィードバック

 マルチキャスト導入にあたっての課題や方策に係るガイドライン（配信設備構成や宅内受信環境のパターン等を整理した
もの）整備及び関係者向けの共有

宅内

地震です！

災害情報提供の在り方
（イベントメッセージ活用
による放送引き戻し等）

複数のテレビ受信機メーカ
による動作検証

放送波（２K）

４K映像配信

ブロードバンド網

 ハイブリッドキャストの活用による４K同時配信において、災害情報やコンテンツ差し替え等の提供方式等に係る放送事業者
の運用方法や受信機の動作検証を通じた機能要件の整理等に係る検証。

 通信事業者やケーブルテレビ事業者の伝送路におけるマルチキャスト配信にあたっての課題（配信設備・ネットワークにお
けるマルチキャスト導入方策やネットワーク品質確保の在り方など）の抽出及び方策の整理に係る検証。
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成果展開

キャッシュサーバ（CDN）

放送事業者

検証モデル（イメージ）

通信事業者等の配信ネットワーク

宅内
ルータ等

マルチキャストの
受信環境の在り方 再生品質に

係る検証

ルータ

ユニキャスト

マルチキャスト等

配信設備・NWにおけるマルチキャスト導入方策や
トラヒック負荷対策等のNW負荷・品質管理の在り方

に係る検証

配信サーバ

類型A

類型B

放送コンテンツ内への
CM等のコンテンツ

差し替えに係る検証



類型C)視聴データを活用した放送サービスに係る実証

 視聴データを活用した新たなサービスモデルに対するリファレンスの提言

 （一社）放送セキュリティセンター（SARC）における視聴データの取扱いに係るガイドライン（放送分野の個人情報保護
に関する認定団体指針等）の整備等に係る取組への寄与

視聴データ
の取得

視聴データ
蓄積サーバ

番組情報DB 等

オンライン
広告データ 等

視聴データ
取得同意書

・・・・

適切な通知内容の在り方
/ユーザーインターフェースの

在り方 等

新たなサービス
モデルの検討

視聴者同意の
取得のあり方

観光誘致/地域情報発信/ターゲティング広告/医療情報配信（レコメンド）

視聴データを活用した新たな放送サービスの創出を図るべくモデル検証を行うとともに、視聴データの利活用に係るルール
整備（視聴者同意の取得の在り方、適切な通知内容の在り方、ユーザーインタフェース等）に係る検証を実施。
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成果展開

検証モデル（イメージ）



実証事業への参加事業者

類型A
4K同時配信、再生に係る検証

（ユニキャスト）

日本全国で計１３コンソーシアムが実証事業に参加

類型B
４K配信方法に係る検証

通信事業者やCATVとの連携配信
（マルチキャスト等）

類型C
視聴データ利活用による新サービスモデル、

及び運用方法の在り方に係る検証

類型A

提案代表者 連携事業社

東海テレビ放送 石川テレビ放送、アクトビラ、
Ｊストリーム

フジテレビジョン 仙台放送、テレビ新広島、ア
カマイテクノロジーズ、アマゾ
ンウェブサービスジャパン、Ｊ
ＯＣＤＮ、受信機メーカー４者

WOWOW アクトビラ

類型B

提案代表者 連携事業社

NTTデータ TBSテレビ

愛媛CATV 南海放送、テレビ愛媛、ジャパン
ケーブルキャスト、沖電気工業、富
士通ネットワークソリューションズ、
イノコス、住友電工、ネットワンシス
テムズ、パナソニックシステムソ
リューションズジャパン

四国放送 ケーブルテレビ徳島クナイ、東亜エ
レクトロニクス、フォアキャスト・コ
ミュニケーションズ、徳島県、とくし
ま４Kフォーラム実行委員会

東京メトロポリタンテレビジョン ケーブルテレビ、日本電気、沖電気
工業、アクトビラ、ビデオリサーチ、
ACCESS、ベクテ、ネクストウェーブ

朝日放送、関西テレビ放送、テレビ
大阪、毎日放送、讀賣テレビ放送

類型A&B

提案代表者 連携事業社

名古屋テレビ放送 新潟テレビ21、長野朝日放

送、静岡朝日テレビ、北陸
朝日放送、KDDI、ネクスト

ウェーブ、コミュニティネット
ワークセンター

類型C

提案代表者 連携事業社

CBCテレビ 中部日本放送、シグ
マクシス、名古屋トヨ
ペット

チューリップテレビ メディアキャスト、
キャンバス、ニュー
セレクト

HAROiD、讀賣テレビ

放送、静岡第一テレ
ビ

電通、Geolocation、
Technology

北海道テレビ放送 シグマクシス、NHKメ

ディアテクノロジー、
インターネットイニシ
アティブ
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各事業の概要及び連携事業者の一覧
類型A）4Kコンテンツ同時配信、再生に係る検証（ユニキャスト）
類型B）効率的なコンテンツ配信方式に係る検証（マルチキャスト等）
類型C）視聴データ利活用による放送サービスのサービスモデル、及び運用方法の在り方に係る検証

類型 提案代表者 検証概要 連携事業者

A 東海テレビ放送 地方の放送事業者による運用を想定した、ハイブリッドキャストを活用した4K同時配信
スキームの確立に向けた検証

石川テレビ放送、アクトビラ、Jストリーム

フジテレビジョン 4Kコンテンツ同時配信・再生に係る技術検証（災害情報提示、CM差換え等）及び複数
メーカのテレビ受信機での動作検証

仙台放送、テレビ新広島、アカマイテクノロジー
ズ、アマゾンウェブサービスジャパン、JOCDN、

受信機メーカ４社

WOWOW ハイブリッドキャスト上での4K/HDR切替え及びコンテンツ差換えに係る検証（実証環境
用擬似信号による、切替時に課題となる遷移の抽出等技術課題の抽出及び技術仕様・
運用規定の検討）

アクトビラ

B NTTデータ マルチキャスト配信における宅内環境を中心とした技術課題検証（複数マルチキャスト
ストリーム配信時の各端末における視聴確認等）

TBSテレビ

愛媛CATV ケーブルテレビのIPマルチキャスト網を活用した4Kハイブリッドキャスト実現に向けた検
証（CM差替え、宅内受信環境の在り方等）

南海放送、テレビ愛媛、ジャパンケーブルキャス
ト、沖電気工業、富士通ネットワークソリューショ
ンズ、イノコス、住友電工、ネットワンシステムズ、
パナソニックシステムソリューションズジャパン

四国放送 ケーブルテレビのIPマルチキャスト網を活用した4Kハイブリッドキャスト実現に向けた検
証（宅内受信環境の在り方、ハイブリッドキャスト・コンテンツ視聴時における地上波の
緊急地震速報への対応等）

ケーブルテレビ徳島、クナイ、東亜エレクトロニク
ス、フォアキャスト・コミュニケーションズ、徳島県、
とくしま4Kフォーラム実行委員会

東京メトロポリタンテレビジョ
ン

ケーブルテレビのIPマルチキャスト網を活用した4Kハイブリッドキャスト実現に向けた検
証（CM差替え、 4K同時配信における視聴率測定手法の検討）

ケーブルテレビ、日本電気、沖電気工業、アクト
ビラ、ビデオリサーチ、ACCESS、ベクテ、ネクス

トウェーブ

朝日放送、関西テレビ放送、
テレビ大阪、毎日放送、
讀賣テレビ放送

複数放送事業者（在阪５局）の4Kマルチキャスト配信に係る検証（伝送容量評価、宅内
受信環境の在り方等）

A&B 名古屋テレビ放送 ケーブルテレビ網によるマルチキャスト伝送を活用した4Kハイブリッドキャスト実現に向
けた検証と、複数放送事業者による地域や視聴者毎の属性によるコンテンツ切替えの
可能性に係る検証

新潟テレビ21、長野朝日放送、静岡朝日テレビ、
北陸朝日放送、KDDI、ネクストウェーブ、コミュ

ニティネットワークセンター

C CBCテレビ 観光番組を対象とした視聴データ等の活用による旅の追体験及び懸賞応募が可能な
モバイルサービスへの誘導に係る検証

中部日本放送、シグマクシス、名古屋トヨペット

チューリップテレビ ハイブリッドキャストによる地域情報コンテンツの表示と、視聴データと視聴者会員クラ
ブのデータ連携の在り方に係る検証

メディアキャスト、キャンバス、ニューセレクト

HAROiD、讀賣テレビ放送、
静岡第一テレビ

視聴データ等を活用した地域の店舗／イベント情報等のインターネットでのターゲティン
グ広告の実現可能性に係る検証

電通、Geolocation Technology

北海道テレビ放送 医療系情報番組を対象とした視聴データ等の活用によるレコメンドサービスの検証 シグマクシス、NHKメディアテクノロジー、イン

ターネットイニシアティブ
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参考（各事業の概要）
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事業01:東海テレビ放送株式会社

◆ローカル局でのコンパクト4K同時配信ハイブリッドキャストのスキーム構築

４K同時配信のスキームをコンパクト化しローカル局単体でも実施できるよう技術面・コスト面・運用面の
調査を行い、パッケージを構築する。

本事業では、石川テレビ放送において放送と同時に４K配信を行い、ハイブリッドキャストによる４Kへの
スムーズな切り替えおよび放送終了時の放送への復帰をパッケージ化し、技術面・運用面・コスト面等を整
理し、ローカル局で４K同時配信を実施できる環境を構築する。また、複数プラットフォームによりローカ
ル局で自由に選択できるようプラットフォーム比較も行う。

◆ 成果展開方策
■ 技術面
・ハイブリッドキャストによるスムーズな４K同時
配信コンテンツ
への移行

・４Kコンテンツストリーム終了時の放送波復帰
・安定したトラヒック環境の構築
・４K同時配信（放送と連動した配信）の構築

■ 運用面
・ハイブリッドキャストの送出
・４K素材管理
・人員面でのワークフローの確認
・コスト面の把握

■ 実証実験の評価方法
・各メーカー受信機のクセなど対応方法を整理
・複数配信事業者による比較等を整理
・一般視聴者モニターの受信環境／視聴動向／
利便性など調査

・技術面の実装および精度・障害の確認

企
画
概
要

検
証
概
要

実施地域 石川県全域 実施時期 １０月下旬・１１月上旬

想定視聴者数 視聴可能受信機約1.5万台×視聴
率

実施形態 本放送（１５分番組）

体制 東海テレビ放送・石川テレビ放送・株式会社アクトビラ・株式会社Ｊストリーム

宅内

キャッシュ
サーバ

NW負荷・品質管理のあり方に
係る検証

視聴環境による
一般視聴者の反応

放送コンテンツ内への
CM等のコンテンツ
差し替えに係る検証

複数のテレビ
受信機メーカによ
る動作検証

配信サーバ

放送事業者

放送鉄塔

放送波（２K）
（４K映像の所在情報（URL）の通知含む）

ブロードバンド網（インターネット網）

放送引戻し信号
（EM/WebSocket/ポーリング）

検証ポイント①
複数プラットフォームによる、
比較および、ローカル局におけ
る自由な選択しの確保

4Kで綴る映像詩「新ふるさと人と人」
毎週土曜 午後6時00分～6時15分

番
組

概
要

検証ポイント③
一般視聴者モニターの受信環境
視聴動向・利便際など調査

検証ポイント②
ハイブリッドキャストの運用
引き戻し方法の技術面での整理
同時配信を担保
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事業02: フジテレビジョン

◆ 4Kコンテンツ同時配信・再生に係る技術検証（災害情報提示、CM差替え等）及び複
数メーカーのテレビ受信機での動作検証

テレビ上で、番組をＨＤ放送と４Ｋ配信間で切り替えながら視聴できるハイブリッドキャストコンテン
ツについて、安心・安全に関わる緊急情報発信時等のスムースな放送への引き戻し技術や、視聴地域に
応じたＣＭ等の動画の出し分け技術など、課題の明確化と課題解決に向けた方策を検討する。

◆ 成果展開方策

・検証により得られた結果や知見を標準
化団体（IPTVフォーラム）に情報共有し、
希望する放送事業者が同様の運用に取り
組み易い環境整備に寄与する。また、規
格の明確化が必要な事項があれば標準化
団体に提案する。

・受信機の動作検証コンテンツを標準化
団体（IPTVフォーラム）に共有し、地方
放送事業者のハイブリッドキャストおよ
び動画配信に関わる技術者育成に寄与す
る。

企
画
概
要

検
証
概
要

実施地域 関東広域、宮城県、広島県 実施時期 2017年10月中旬～下旬

想定視聴者数 1000名 実施形態 本放送
（関東広域 10/25(水) 2:35-3:35）
（宮城県 10/29(日) 3:00-4:00）
（広島県 10/10(火) 4:00-4:30）

体制 （株）フジテレビジョン、(株)仙台放送、(株)テレビ新広島、アカマイ・テクノロ
ジーズ(同)、アマゾンウェブサービスジャパン(株)、JOCDN(株)、受信機メーカー4
社

宅内

キャッシュ
サーバ

NW負荷・品質管理のあり方に
係る検証

災害時等の放送への
スムーズな引戻し

複数のテレビ
受信機メーカによ
る動作検証

配信サーバ

放送事業者

放送鉄塔

放送波（２K）
（４K映像の所在情報（URL）の通知含む）

ブロードバンド網（インターネット網）

放送引戻し信号
（EM/WebSocket/ポーリング）

検証ポイント①
・４Ｋ動画配信における品質監視
・コンテンツ開発、システム構築のノ
ウハウ習得や情報共有の在り方

地域の放送事業者やフジテレビジョンが制作した４Ｋ制
作映像を、ハイブリッドキャストによってＨＤ放送と４
Ｋ配信で映像を切り替えながら視聴できる番組

番
組

概
要 検証ポイント③

・放送映像と配信映像の切替手法

検証ポイント②
・放送引き戻しのための各種通知手法
のメリット、デメリット
・動画再生中のEM受信（スクランブル
有・無を含む）への受信機の対応状況

検証ポイント④
・マルチピリオド運用時の受信機動作

類型A 8

放送コンテンツ内への
CM等のコンテンツ
差し替えに係る検証



事業03:株式会社ＷＯＷOW

◆ハイブリッドキャスト上での4K/HDR切替え及びコンテンツ差替えに係る検証

・４Ｋ放送開始後に４Ｋ放送におけるＨＤＲ化のニーズが高まると予想。ＢＳにチャンネルを保持

しない放送事業者が４Ｋ ＨＤＲコンテンツを提供するための方策として、放送サービス（２Ｋ）

からハイブリッドキャストを活用した４ＫＨＤＲのＩＰ放送/配信が望ましいと考える。

・本検証にて４Ｋ ＨＤＲに切り替える機能を実現するための、受信機実装、運用送出における課題を

抽出、検証を行う。

◆ 成果展開方策

本件証にて受信機実装、運用送出における

課題を抽出、テレビメーカーと検証を行い、必
要であれば、技術標準化展開につなげる。

企
画
概
要

検
証
概
要

実施地域 （擬似環境） 実施時期 2017年10月

想定視聴者数 実証環境のみ 実施形態 テスト環境

体制 ・ＷＯＷＯＷ：コンテンツ（放送用素材、ハイブリッドキャスト、ＩＰ配信用４Ｋ）
・アクトビラ：テストストリーム・配信環境提供、ＨＤＲ対応端末調達

宅内

NW負荷・品質管理のあり方に
係る検証

WOWOW

放送センター

災害時等の放送への
スムーズな引戻し

検証ポイント①
４Ｋ ＨＤＲコンテンツ配信時の
サーバ負荷・ネットワーク負荷

実証環境用疑似信号
• 2K/SDR放送疑似信号 + 4K/HDR配信データ
•検証仕様に沿って実証用受信機の挙動確認を行えるもの

番
組

概
要

検証ポイント③
２Ｋ／４Ｋ ＨＤＲの切替を
行う際の技術的課題

検証ポイント②
適切なポーリング間隔の設定
・受信機に与える影響
・サーバ負荷の対策

アクトビラ
配信センター

放送波（２K）
（４K映像の所在情報（URL）の通知含む）

複数のテレビ
受信機メーカによる

動作検証
ブロードバンド網

（インターネット網）

２Ｋ／４Ｋ ＨＤＲ
のスムースな切替

類型A 9



事業04:株式会社NTTデータ

検
証
概
要

宅内

NW負荷・品質管理のあり方に
係る検証

災害時等の放送への
スムーズな引戻し

複数のテレビ
受信機メーカによ
る動作検証

配信サーバ

放送事業者

放送鉄塔

放送波（２K）
（４K映像の所在情報（URL）の通知含む）

ブロードバンド網（インターネット網）

放送引戻し信号
（EM/WebSocket/ポーリング）

◆ 様々な視聴環境に対応した高精細映像の配信プラットフォーム

今後、ハイブリッドキャストを活用した4K等の高精細映像の配信が増えてくることが想定される。そ
れに対応するには、高精細映像を含む様々なクオリティの映像を様々な視聴環境において効率的に伝送
する手法、およびそれを実現するインフラが必要となる。本実証実験では、手始めに受信方式（伝送プ
ロトコルスタック等）を中心とした宅内環境における技術的な課題の抽出を行う。

◆ 成果展開方策

受信方式をはじめとした技術課題については、
今後の標準化・規格化を十分に見据えながら考
察する。また、得られた知見はIPTVフォーラ
ム等の標準化団体にフィードバックすることを
想定している。企

画
概
要

実施地域 近畿地方（ただし疑似環境） 実施時期 2017年10月

想定視聴者数 数名程度 実施形態 テスト環境

体制 株式会社NTTデータ、株式会社TBSテレビ

将来的に高精細配信として配信予定の映像番
組

概
要

検証ポイント
様々な視聴環境を想定した上で適切
な受信方式（主には伝送プロトコル
スタック）を検討・考察

類型B 10

放送コンテンツ内への
CM等のコンテンツ
差し替えに係る検証



事業05:株式会社愛媛CATV

検
証
概
要

宅内

NW負荷・品質管理のあり方に
係る検証

配信サーバ

放送事業者

放送鉄塔

放送波（２K）
（４K映像の所在情報（URL）の通知含む）

検証ポイント③
マルチキャストユニキャスト
変換を用いて汎用TVにて受信

検証ポイント①
キー局番組とローカル局番組
/CMをローカル局側にて切替

◆地域発4K放送利用促進策について
地上波放送（4KIP放送）を、ケーブルテレビにてサービスする場合の技術的要素や課題について検討し実際のフィー
ルドにて検証する。
ケーブルテレビ局向け多チャンネル映像配信プラットフォームにて、キー局4KIP放送を配信する場合の課題について検討
する。
ローカル局の現状を踏襲した形態にて、地域番組への切り替え機能、CM差し替え機能、放送クオリティなどについて検
証する。

◆成果展開方策
ケーブルテレビ連盟へ実証実験結果の報告
ケーブルラボへ実証実験結果の報告
業界内展示会での事例紹介（ケーブルテレビ連盟
主催ケーブルコンベンション等）

企
画
概
要

実施地域 愛媛CATVサービスエリア 実施時期 11月

想定視聴者数 2ヵ所 実施形態 テスト環境

体制 株式会社愛媛CATV、南海放送株式会社、株式会社テレビ愛媛、ジャパンケーブルキャスト株式会社
沖電気工業株式会社、富士通ネットワークソリューションズ株式会社、株式会社イノコス、住友電工株式会社
ネットワンシステムズ株式会社、パナソニックシステムソリューションズジャパン株式会社

地上デジタル放送（ISDB-T）と同じ放送方式で送信している
愛媛CATVコミュニティチャンネルを用いて実証する。
ハイブリッドキャストについては4K自主放送等を用い検証する

番
組

概
要

ブロードバンド網（インターネット網）

検証ポイント②
CATV事業者で運用中の
ケーブルインターネット設備
とFTTH設備にて検証する

類型B 11



事業06:四国放送株式会社

検
証
概
要

宅内

NW負荷・品質管理のあり方に係る検証

災害時等の放送への
スムーズな引戻し

及び４Ｋ側での文字情報送出

配信サーバ放送事業者

放送鉄塔

放送波（２K）

４K映像配信

ブロードバンド網（インターネット網）

4K映像取得要求

放送引戻し信号（EM）

検証ポイント③
災害時等に２Ｋ放送への
引き戻しと４Ｋ配信側での
文字情報送出を比較検証

◆（事業名称）ケーブルテレビのIPマルチキャスト網を活用した４Ｋハイブリッドキャス

ト実現に向けた検証

ユニキャスト、IPマルチキャスト、QAMの３つの配信方式での４Ｋ受信機の挙動を検証し、安定的に
４Ｋ配信が行えるための課題を抽出する。

また、災害時等に４Ｋ配信側で文字情報による緊急メッセージを送信、比較検討材料として２Ｋ放送へ
の引き戻しについても実施し１分１秒を争う際の有効性について検証する。

◆ 成果展開方策

成果は、実装方法報告書にモデルケースとして
展開する。

また、日本ケーブルテレビ連盟、および日本
ケーブルラボで報告し、ケーブルテレビ業界の
IP化推進に役立てたい。

さらに、マルチキャストが通らない狭帯域の
ネット環境でも４Ｋ配信が実現できるQAM配
信が４Ｋ配信に有効であることを実証し、実験
の成果を以て、徳島県内の他のケーブルテレビ
事業者に働きかけ４Ｋ配信環境の技術的整備を
進めていきたい。

企
画
概
要

実施地域 徳島県 実施時期 平成２９年１１月中旬

想定視聴者数 屋内検証（対象テレビは３台） 実施形態 テスト環境

体制 四国放送株式会社、ケーブルテレビ徳島株式会社、株式会社クナイ、
東亜エレクトロニクス株式会社、株式会社フォアキャスト・コミュニケーションズ、
徳島県、とくしま４Ｋフォーラム実行委員会

四国八十八か所を巡拝する歩き遍路。己と向き合い、ひ
たすら歩いた先人たちの「心の原点」を探るために現代
の若者たちが歩きだす。

番
組

概
要

検証ポイント②
配信ＮＷ(IPDC)のパラメータ調整
Unicast/Multicast/QAM伝送の比較

４K映像配信

４K映像配信

Unicast

Multicast

QAM

キャッシュ
サーバ

CATV網（RF網）

IPDC
サーバ

IPDC GW
(IP MC)

IPDC GW
(QAM)IP/QAM

検証ポイント①
配信サーバのパラメータ調整

類型B 12



事業07:東京メトロポリタンテレビジョン株式会社

検
証
概
要

宅内

NW負荷・品質管理のあり方に係る検証

配信サーバ

放送事業者

放送鉄塔

放送波（２K）

CATV局による
コンテンツの挿入・切替

検証ポイント①

４Ｋ映像をIPマルチキャストで送出する
サーバを設置する
２K番組には広告を挿入する情報を
放送局側で埋め込む。

◆効率的なコンテンツ配信方式に係る検証（マルチキャスト）
地上波番組の４Ｋ映像が視聴者へ提供されることは、地域コンテンツの振興や４Kテレビの価値向上に繋がる可能性があ
り、ハイブリッドキャストを活用したIP放送による４Kテレビ向けの同時配信を検討する。
①地上波番組の４Ｋ映像を、IP放送としてマルチキャストで提供を行いCATV事業者での放送が可能かの検証
＝放送局から通信事業者を経由してCATV網内でのマルチキャストによる４Ｋ映像の配信が可能か検証を行う。

②地域の広告を挿入する運用の検証
＝マルチキャストで配信する２Ｋ映像にCM差し替え信号を付与し、CATV事業者側ではその情報を元に広告
の差し替えを行うことで地域ＣＭの挿入が可能か検証する。

◆ 成果展開方策

本事業参加の各社がIPTVフォーラム、ケーブ
ルテレビ連盟、日本ケーブルラボの会員である
為、それぞれ各社より本内容をフィードバック
し規格として取り入れられるように活動をする。

企
画
概
要

実施地域 栃木 実施時期 11月初旬

想定視聴者数 １（被験者数） 実施形態 テスト環境

体制 東京メトロポリタンテレビジョン、日本電気㈱、沖電気工業㈱、㈱アクトビラ、㈱ビデオリサーチ、
ケーブルテレビ㈱、㈱ACCESS、㈱ベクテ、㈱ネクストウェーブ

①「公営競技」 及び②「情報番組」を想定番
組

概
要

検証ポイント②

通信事業者の網からのIPマルチキャストを
受信し、CATV網用にIPv4に変換
挿入可能なタイミングに、あらかじめ指定
された広告情報を挿入

ブロードバンド網（インターネット網）

類型B 13

放送コンテンツ内へのCM等の
コンテンツ差し替えに係る検証



事業0８:在阪5社_ＭＢＳ、ＡＢＣ、ＴＶＯ、ＫＴＶ、ＹＴＶ

検
証
概
要

宅内

複数放送局による大容量な4K映像の
一斉配信に関する評価

ブロードバンドに
おける視聴スタイル

配信サーバ

放送事業者

放送鉄塔

放送波（２K：疑似放送）
（４K映像の所在情報（URL）の通知含む）

ブロードバンド網（インターネット網）

緊急速報の提示
（ポーリング方式）

検証ポイント②
○複数放送局間のチャンネル
切替の検証

検証ポイント③
○マルチキャストのメリット
を生かしたポーリング方式に
よる緊急速報の検証

検証ポイント①
○ハイブリッドキャストと
MPEG-DASH/FLUTE方式

○放送局設備構築方法の検証

◆複数放送事業者（在阪5社）の４Kマルチキャスト配信に係る検証

（伝送容量評価、宅内受信環境の在り方等）

① マルチキャスト方式で複数の放送局が４K番組をブロードバンドを利用して同時に配信する場合を
想定し、緊急速報などを含めた現在の視聴形態が実現できるかどうか実証実験する。

② 複数放送局による大容量な4K映像の一斉配信に関して評価する。

◆ 成果展開方策

① 2017年11月に関係者限定の実験を予定。

② 実験の結果は、標準化作業の参考として必
要に応じてIPTVフォーラム等の団体へ提
供。企

画
概
要

実施地域 大阪周辺 実施時期 2017年11月

想定視聴者数 実験実施会場 実施形態 テスト環境

体制 （株）毎日放送、朝日放送（株）、テレビ大阪（株）、関西テレビ放送（株）、読
売テレビ放送（株） ＜ー＞ NTT西日本（株）、NTTスマートコネクト（株）、
（株）ネクストウェーブ、（株）メディアキャスト、ルータメーカー、TVメーカー

検証コンテンツ
スポーツ、天神祭、ドキュメンタリー、落語で各１０分
程度を予定

番
組

概
要

視聴形態の実証

類型B 14



事業09-1:名古屋テレビ放送株式会社

◆中部ブロック広域エリアのコンテンツ配信

複数放送事業者として中部地区地上波放送事業社5社が協力し、地域別のコンテンツ再生の事業モデル
をユニキャスト方式により実現

◆ 成果展開方策

IPTVフォーラムなど関わる団体、各種業界紙
などへの寄与文書入力、放送事業者間での周知
などを検討。視聴者ニーズの手ごたえによって
は更なるトライアルの実施と実運用の可能性を
模索。企

画
概
要

検
証
概
要

実施地域 中京広域圏、静岡、長野、石川、
新潟

実施時期 2017/10

想定視聴者数 100 実施形態 本放送（15分番組）

体制 名古屋テレビ放送株式会社、株式会社新潟テレビ21、長野朝日放送株式会社、
株式会社静岡朝日テレビ、北陸朝日放送株式会社

宅内

キャッシュ
サーバ

NW負荷・品質管理のあり方に
係る検証

災害時等の放送への
スムーズな引戻し

複数のテレビ
受信機メーカによ
る動作検証

配信サーバ

放送事業者
（中部５局
をネットし
て実施）

放送鉄塔

放送波（２K）
（４K映像の所在情報（URL）の通知含む）

ブロードバンド網（インターネット網）

中部地区のグルメ、名所などをテーマに地方色豊かな映
像を放送予定

番
組

概
要

放送引戻し信号
（EM/WebSocket/ポーリング）

検証ポイント②
「郵便番号」「地デジに含まれる
network_id」等で地域情報を取得し、
Dashにより条件分岐をすることで地域別の
コンテンツを再生

検証ポイント①
EM（イベントメッセージ）、ポーリングに
よる引き戻し。引き戻しは全局一斉と一部局
だけでニュース速報等をオンエアする事を想
定した個別引き戻しも実験

類型A 15



事業09-2:名古屋テレビ放送株式会社

検
証
概
要

宅内

NW負荷・品質管理のあり方に
係る検証

災害時等の放送への
スムーズな引戻し

複数のテレビ
受信機メーカによ
る動作検証

CATV事業社
（FLUTE/ULE）

放送事業者

CATV事業社

ケーブルテレビ網（２K）
（４K映像の所在情報（URL）の通知含む）

ケーブルテレビ網（HFC/FTTH）

放送引戻し信号

◆ケーブルテレビ網を使ったマルチキャスト伝送

ハイブリッドキャスト(HC)対応STBを用い、テレビの機種差分を吸収

インターネット標準であるFLUTE送受信を利用し、下図に示す4K映像再生の安定性を検証

ケーブルテレビ事業者のHFC網・FTTH網の両方を検証

試作機器を接続し、商用化に必要な機能・性能を検証

◆ 成果展開方策
IPTVフォーラムや日本ケーブルラボ等、
標準化団体への寄与文書入力、受信機
メーカへリファレンス機としての提供を
検討企

画
概
要

実施地域 愛知 実施時期 2017/10

想定視聴者数 20～100（被験者数） 実施形態 本放送及びテスト環境

体制 名古屋テレビ放送株式会社、KDDI株式会社、株式会社ネクストウェーブ、
株式会社コミュニティネットワークセンター

中部地区のグルメ、お祭りなどをテーマに地方色豊かな
映像を放送予定

番
組

概
要

検証ポイント③
サービスゲートウェイを
宅内に設置し4K映像の安
定再生を検証

検証ポイント①
・バーストトラヒックの影響を検証
・品質監視の要件整理
・NW負荷検証

検証ポイント②
STBによりテレビの
機種依存のない
受信環境を検証
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事業10: 株式会社CBCテレビ

検
証
概
要

実証実験用の番組「楽しいので絶対マネしてください旅～スペシャリストが教える東海地方ベストおでかけプラン～」
を、9月30日(知多半島編) ・10月14日(伊勢志摩編)に放映する。「観た後にすぐ追体験(マネ)できる」 というローカ
ル情報番組の特性を最大限に活かし「より効果的にリアルな行動を促す」ことを狙い、通常、放送後2週間継続するパ
ブリシティ効果を、追体験可能なモバイルサービスの提供で3週間に引き延ばして送客数最大化を目指す。

番
組

概
要

◆IoT(Internet of TV)事業企画

視聴データとWebデータを利活用し、視聴者に番組放送起点で近隣の観光地への送客とリアルな体験を提供する一
方、番組スポンサー・観光施設向けに放送事業者が保持しえなかった詳細な視聴者層データ（統計情報）を提供す
る新たな放送サービスモデルを検証する。主なポイントは下記を想定する；

 実証実験用の番組制作とモバイルサービスの提供による観光誘致の実現

 テレビ番組の視聴からモバイルサービスへ遷移する上での視聴履歴・会員登録のID連携（ペアリング）の実現

 番組スポンサーや観光施設へのニーズ調査の実施

◆ 成果展開方策

[放送サービスの高度化・ルール整備]

• テレビを活用した観光誘致サービスモデルの在り方の
検討・確立
•番組スポンサー向け附帯サービスおよび収益モデル
の実現性の検討
•地域観光施設向けサービスおよび収益モデルの実
現性の検討

[視聴者保護に係る検討]

• 標準化団体向けに、視聴者／利用者行動のまとめ
を、今後の運用ルール策定等の検討のためのイン
プット材料とする

• 他放送事業者向けの基礎情報／データとして提供
する

企
画
概
要 実施地域 愛知・三重・岐阜 実施時期 9月30日～11月5日

想定視聴者数 27万人 実施形態 本放送（60分番組 2本）

体制 CBCテレビ（筆頭）、中部日本放送、シグマクシス、名古屋トヨペット、CBCクリエイション、ベク
テ、インターネットイニシアティブ

効果検証方法【アンケート数：50名以上】

結線あり視聴者： 25名以上
結線なし視聴者： 25名以上

実施時期：9月末・10月中旬／想定視聴者数：27万人
検証ポイント①：地域の関係事業者が連携した視聴データ

等を活用による地域活性化に資する放送起点型の新たなサー
ビスモデルが実現できるか

検証ポイント③：適切な
ユーザーインターフェイ
スの在り方かどうか

検証ポイント④：同意の
プロセスとして、その他
視聴者に配慮すべき事項
として適切か

検証ポイント⑤：視聴デー
タの運用方法が適切か

検証ポイント②：視聴
履歴取得に際して、適
切な通知内容の在り方
であるかどうか

新たなサービス
モデルの検討
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事業11:株式会社チューリップテレビ

検
証
概
要

視聴データ
取得確認

・・・・

視聴者同意の
取得のあり方

持ち出したいコンテンツ
Ｂ－ＣＡＳ番号

ハッピーくらぶ
サーバー

コンテンツサーバー

コンテンツ表示

新たなサービス
モデルの検討

効果検証方法

テーブルインタビュー １０人前後
視聴者や会員へのアンケート 数百人程度

ハイブリッドキャスト本放送による実証後、実サービス化を目指す。（但し、系列の運用規定との調整は必要）テーブ
ルインタビューやアンケートなどの一般視聴者の評価は、本放送による実証環境でおこなう。

検証ポイント①
視聴者への機能の説明
得られるサービスと提供する

情報とのバランス感

検証ポイント②
コンテンツと視聴者
データをミックスし
ての分析

番
組

概
要

◆ハイブリッドキャストによる地域情報コンテンツの表示と、視聴データと視聴者会員ク
ラブのデータ連携の在り方に係る検証

紙ベースの地域コンテンツを、ハイブリッドキャスト技術とブロードバンド環境により、地域の家庭に配信
する新たな放送サービスの実現を目指す。既存の視聴者会員クラブのシステムとテレビを相互に連携するこ
とで、利用者にとって手軽で、かつ事業者にとって必要な利用者像の特定をおこなうことを目指す。また、
テレビに表示した情報をスマホアプリに持ち出せるようにして、放送をきっかけに得た情報をお出かけ時に
も利用できるようにする。

◆ 成果展開方策
視聴データや個人データ利用に関して、提供する
サービスと視聴者の抵抗感を鑑み、利用するデー
タの範囲やサービスレベルを決定するための判断
材料とする。

視聴者会員クラブのシステムとハイブリッドキャ
ストを相互に連携する技術的課題を実サービスに
反映する。

視聴者会員クラブとハイブリッドキャストにおい
て、視聴データと連携をする際の視聴者への適切
なお知らせ・通知内容の在り方ついて得られた知
見を実サービスに反映する。

視聴者が安心・安全に視聴データを提供してもら
い、新たな放送サービスに反映する。

企
画
概
要

実施地域 富山県 実施時期 １０月～１１月ごろ

想定視聴者数 ４０万世帯（実サービス時） 実施形態 テスト環境で実証 → サービス開始

体制 ㈱チューリップテレビ ㈱メディアキャスト ㈱フューチャーリンクネットワーク
㈱キャンバス ㈱ニューセレクト

検証ポイント③
放送と連携した
サービスの検討
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事業12:株式会社HAROiD、讀賣テレビ放送株式会社、株式会社静岡第一テレビ

検
証
概
要

視聴データ
取得同意書

・・・・

視聴者同意の
取得のあり方

視聴データ
の取得

視聴データ
蓄積サーバ

番組情報DB 等

効果検証方法【モニター数：26000人】

視聴履歴（静岡県域）：2000人
非特定視聴履歴（関西広域）：26000人

視聴履歴の検証（静岡県域）については静岡第一テレビでの番組で検討中
非特定視聴履歴の検証（関西広域）については読売テレビの放送が対象であって対象番組を絞らない
予定

検証ポイント③
広告効果の算出
オプトアウトの検証

検証ポイント①
通知内容の検証
オプトイン・オプトアウ
ト方法の検証

番
組

概
要

◆視聴データ等を活用した地域の店舗／イベント情報等のインターネットでのターゲティング広告の実
現可能性に係る検証

対象とする番組やCMの視聴データを活用し番組内容やCMスポンサーなどのオンラインターゲティング
広告での効果検証や運用検証を実施する。視聴履歴では個人を特定した番組リターゲティング広告、非
特定視聴履歴ではオープンDMPを活用するターゲティング広告モデルの検証を実施する。視聴履歴を活
用することにより放送局の新たなビジネスモデル創出やテレビの価値向上を狙う。

◆ 成果展開方策

検証にて明らかになった情報をもとに、実ビジ
ネスでのビジネスモデルやコスト、運用課題の
検討を実施する。検証を実施したユースケース
におけるアンケート結果などをもとに放送セ
キュリティセンターへの提言を行いオンライン
広告活用におけるガイドライン化を推進。

企
画
概
要

実施地域 関西広域・静岡県域 実施時期 10月

想定視聴者数 該当地域のネット結線されたテ
レビの視聴者の全員

実施形態 本放送

体制 株式会社HAROiD、讀賣テレビ放送株式会社（非特定視聴履歴検証）、株式会社静岡
第一テレビ（視聴履歴検証）、株式会社電通（非特定視聴履歴検証）、株式会社
Geolocation Technology（視聴履歴検証）

オープンDMP

プライベートDMP

非特定
視聴履歴

視聴履歴

広告配信
サーバ

広告配信
サーバ

検証ポイント②
加工方法の検証

ターゲティング広告

番組リターゲティング広告

広告表示

Webサイト訪問

ネットショッピング

お店にいく

イベントにいく

活用イメージ
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事業13:北海道テレビ放送株式会社

検
証
概
要

効果検証方法

グループインタビューでモニター数は10人程度

「医TV」は地域医療を担う医療機関の広報媒体としての展開とともに、視聴者である一般生活者が、
最新の治療等に関する情報や医療動向等を正しく理解することで、自らの健康や、医療等への関心を
高めることを目指している。

実施時期：9月～10月／想定視聴者数：17万6千人

番
組

概
要

◆医療系情報番組を対象とした視聴データ等の活用によるレコメンドサービスの検証
視聴データを利活用し住民ニーズにあった地域の医療情報をTV上で提供するサービスモデルとその実現による放送事業者の役割の在り
方について、北海道テレビ放送(以下、HTB)と地域の医療機関、行政などで組成される「<予定>地域医療と放送の役割検討会（産
官学協議会）」にて協議の上、検証を行う。配信する情報は、①夜間休日当番医情報、②医療関連記事情報、③HTBで放映してい
る医療番組「医TV」の過去の番組動画・番組情報、3点であり、利用者がより最適な情報取得ができるよう、特定の個人を識別できない
視聴データ(非特定視聴履歴)および視聴者からの設定データ(非特定視聴関連情報)を元にレコメンドした形で情報提供を行う。また、情

報提供先の媒体としてはテレビに加え、モバイルも対象とし、特に夜間休日当番医情報など緊急時に有用性が高く、移動時に利用できる
情報についてはモバイルに連動させることを想定している。

◆ 成果展開方策
•各検証ポイントの効果検証結果を分析し、課題
に対する解決方策を検討する。
抽出した方策の中で技術・運用面での規格などに
係る具体的なアクションについては、IPTV・
SARCなどの各標準化・推進団体向けに報告・提
言を行う。

•実験で配信する情報のうち「夜間休日当番医情
報」については実験結果を踏まえてGUI等の見直
しを検討し、改めてサービス提供する予定。

企
画
概
要

実施地域 北海道 実施時期 2017/9/3から2017/10/31
※2017/10月上旬より情報配信サービス開始

想定視聴者数 17万6千人 実施形態 本放送 2分30秒/回（計7回放送）

体制 北海道テレビ放送(株), (株)シグマクシス, (株)NHKメディアテクノロジー, 

(株)インターネットイニシアティブ

HTB

放送波

放送コンテンツ

 視聴データ・設定データの活用に
よる過去動画・記事情報を
レコメンドし、より身近な情報に。

TV端末 モバイル端末

サービス

データ アプリ

データ放送/ハイブリッドキャスト

医療機関

緊急時
利用

WEB
視聴データ

健康意識の向上

モニター調査

配信する情報は以下の3点
①夜間休日当番医情報の掲載
②医療関連記事情報の掲載
③過去放送動画(モバイルのみ)

コンテンツ

コンテンツ提供

朝日新聞社

北海道救急医療・
広域災害情報システム

情報元

地域住民

協議の上推進

医療情報配信
同意取得画面

同意

黄：前画面にもどる

視聴データ
取得同意書

<予定>地域医療と放送の役割検討会
（産官学協議会）

放送とは非連動
24時間医療情報配信

検証ポイント①-1

放送起点型のサービスとして
医療情報のレコメンドサービ
スが視聴者のニーズに適うか

検証ポイント②-1

取扱う情報に対しての通知の在り方、
通知内容が適切か

検証ポイント②-2

通知内容に対する視聴者の理解が容易
なインターフェースとなっているか

検証ポイント②-3

取得したデータの取り扱いについて、
視聴者に配慮すべき留意事項があるか

検証ポイント②-４

視聴者保護を目的とした取得データの取り扱
いにかかる運用方法とはどのようなものか
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